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はじめに
生活科指導の実践を重ねると確かに子 どもたちが変わって行 く様子を実感することが出来る。
それは、生活科が総合的学習であ り、子 どもサイ ドか らの学習内容を意図 した教科であ り、時代
の教育を見通 した教科であるか らではないか。生活科は四つの視点を踏まえて、「自立の基礎 を養
う」 とい う究極的なね らいを達成す る。低学年の発達の特性か ら、具体的な活動や体験を通 して
体全体で学習するとともに、自分 との関わ りで、 自然や社会をとらえることを特色 としている。
しかも、生活科は地域を足場に してさまざまな活動を広げてい く。 しか し、生活科を発展的に創
造 してい くとき中学年・高学年の総合的な学習へ発展 させていくこと大切であ り子どもたちの「生






学薇 のシンボル匁なのよがとづ く頃、薇史 では、さわやかだったよ のス が少 tず つ少 tず つ
冷たさを増 tて いきます。そのよに匁をは大 きく麦身を途げます。まるて
゛
読い谷ってファッシ
ョンショー をtて いるみたいに。子どもたちは、そのときに行んで匁なの音 とにたっボ リ摯 ま
って tよ うように匁春 と一体になるのです。冬に向かう凰 の子が渇 く頃、匁をは異 tく とづい
た責 とい景っば を辺 リー面に よき散 ら tは t゛ め ます。
子どもたちは、は らは らと落 ちる落 ち子 の十で、鬼や キリンになった り、 1ヽ 島や凰や雪にな
った り,匁春の布団 を作った り、 自由白え に宇寄 を飛 び|ヨ リます。そこには、4か な子どもの
世界 が広 が りますのス真帰百曼、建んだ り、学んだ り、そ tて 、学んだことを再び建 びに生か t
ながら、4Sを 豊かに tて いくのです。人人の3い や願 いなど遜かにた えた壼みが創逹 さイにてい
きます。そォtは 、 まさによべ きれ う子どもたちの虫/ヒ の6JJ逹 なのです。匁なの鬼が月に向かっ
て″ヒんでいくょうな子どもの感 |1生 き共有 tな がら 。・・。
96
活 動 場 所
地域に学び、生き生きと活動
科の授業創造 とその発展





し続ける子どもの育成を目指 して 「学び」の楽 しさを実感する生活
研究の仮説
一人ひ とりの 了̂ど t)の思いや願いを生か した総合的学習の実現をめざす
地域の良さを生か した クロスカ リキュラムを作 り
学習環境を「11夫 し
適切な支援 を行っていけば








検証に当たって、「学び」の とらえ方について視点を明確に してお くことが大切 と考える。




































地域 の中での 「学び」 とは何か
生活科 にお ける学びの成 立要因 とは何 か。
幼稚園 と小学校 との連携が、今回の教育課程の改善で大きな柱になっている。 しか し教師の
相互乗 り入れ、教育内容の連続・発展、発達の連続性等大きな課題 を抱えなが ら、連続性 を求
めていかなければな らない。
そこで、小学校 「生活科」「総合学習」で捉 える学びの成立要因を、大きくは 「遊び、学び、
遊び、こども文化の創造」 と考えてみることにする。 しかも、了̂ど も ^人 ひ とりの思いや願い
を実現 させ る地域学習を基盤 に据えるので、教室 とフィール ドを結ぶ立体的な構想が求められ
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(図 3)
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視点 2  「学び」 とは
かかわ り 0000さ まざまな事象に主体的に
気づき 000・ ・個々の価値ある体験の中か ら
交流 000000他 の人や より高い 「文化」 と
自立 00000・ より豊かな)人間性を培 う
文化の創造・・・21世紀を生き抜 く力 と創造
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○ 教室からフィール ドヘ広げ、継続的に興味 :関心を持ち、進んで追求し関わり続けよう
とする姿


























































作成 手順 を作 り各学年
ごとので検討
(図 6)作成の手順 を手がか りに学年
ごとに試みた。その結果、他教科の時
間のゆとりを生み出 した。教科の特性









子 どもた ちの 中にあ る
「遊び」感覚を刺激 しなが





単なる知識 としてではな く、これか ら
の町づ くりにまで学習が発展 していっ
た。子 どもたちの可能性 は限 りな く生
まれて くることに驚 く。
「旅にでよ う」の学習では計画か ら
安全、公共の乗 り物に乗 るな どに至 る
まで 自分たちの力で実践できた。教師
は子 どもたちの支援者 としての役害Jを


































































































が グループで探検できるよ うにな り地
域の人に入 り込んでいる姿を見る。逆
に地域の教育力 t)増 した






り年 間 カ リキュラムの 中
に地域 の環境 を ス トー リ
ー性 の あ る、 しか もその
時 々に ドラマチ ィックな
出会 いの出来 る もの にす
る。
複線的・複眼的 0複 合的な視点を教
師 ^人 ひ とりが もてるよ うになった。
教室 とフィール ドを結ぶ ことで年間
の学習が一つのス トー リーを持 ち、時
















識す る こ とで子 どもの活
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(図 9)














































































































































































































グループで探検で きるよ うにな り地域
の人に入 り込んでいる姿を見る。逆に地
域の教育力も増 した
















適 時性 の ある支援 を行
うためには、教師が子ども
た ちの活動 の流れ を幾通
りか予想 してお くこ とが
大切
複線的・複眼的・複合的な視点を教師
一人ひ と りが持つ ことによって多様 な
支援が出来るようになった。
複合的な指導案 を常に じゅんび出来







識す る ことで子 どもの活
動 か ら読み取 ってい くこ
とを多様に していく。
子 どもたちに、単元で育てたい力を明





習意欲 が高 ま り学校全体が活 力あるも
のになった。
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江津翻 1こ は憤fL織 し
んでいる































































環境 |二 気づ く
暴
轟
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イli活 科指)専 7去 Ⅲ
*第 1学年の実践例 に学んだ こと
11記の第 1学年の実践例 にみ る 「学びの」成 t


















広がり深まりのある 「学びJの成 1ヽの ためには、実践、興味・関心への即応と適時的支援が
有効である。
9月 にな り朝顔が黍色に枯れ始めた頃、種取をす ることになったその ときの 了̂ど もの声
穴あけない と死ん じゃ うよ
育ててみよ うよ




ビニ ー ル ノ、ウ ス
rみ たいにす る と
寒 くない
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研究を終えて
○  「学び」の発展・深化のためには、興味・関心を持続 させなが ら、学年相互に影響 し合い拡
大・発展 してい く学習の追求を子どt)自 らの力でな し得 るよ うな指導法の改善が必、要であるの
また、 人́ひ とりの 「学び」の深化・発展のための教師の支援や看取 りの場をどのように指導
の中に組み込んでい くのか今後検討 していく必、要がある。
○ クロスカ リキュラムは)地域学習では有効であったが、教育内容や順位性については今後 さ
らなる研究が :ど、要であるの
○ 教科統合の適時性・系統性や内容等の合理化 と総合的学習の 目標の検討が必、要である。
○ 地域環境についての検討
地域の環境 。人材の活用について |ま 、より密に地域 との連携 を図 りなが らその可能性 を追求
してい くことがより了̂ど t)サ イ ド十二たった 「学び」の深化・統合・発展に繋がると考える。
複線的・複眼的 。複合的な学習環境を醸成することにより、「学び」が広が り、深 まる。また、




表現や交流活動を通 してより高い文化を自己の 「学び」に反映 させ る手 えヾての検討が必、要で
あろ う。
最後に、特に低学年は、幼稚園教育の延長線 11に あ り、周 りの環境に関わ りなが ら遊びを通 し
て学んでい くことを考えた とき、それぞれの学校の生活科が共通性を持ちなが らも,遊んだこと
(体験 したこと)が子 どt)た ちの内面で熟成 され、学び とな りその学びが次の体験を生み出 し、
地域独 自の子ども文化の創造に繋がっていくことを考えた とき、生活科の持つ意味合いを教師は
充分認識 し、生活科にふ さわ しい指導法をさらに研究す ることが必、要である。
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